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博士論文要旨 
神社神道におけるケガレの宗教学的考察 
―竹駒神社と神葬祭を中心に― 
Alimansyar 
 
本論文では、「ケガレ」を主題とし、竹駒神社にみる参拝者と神職の清め、神社内外の神
事における修祓を事例として取り上げる。それらは、「ケガレ」を祓うために行われる。本
論文は、それらを中心に、神社神道における「ケガレ」の本質を明らかにすることを目指
したものである。 
「ケガレ」とは、『広辞苑』によると、①きたないこと。よごれ。不潔。不浄。②神前
に出たり勤めにつくのをはばかる出来事。服喪・産穢・月経などである、と定義されてい
る。「ケガレ」研究は、常に「ハレ」と「ケ」という関係において行われてきた。波平恵
美子によると、「ハレ」は清浄性・神聖性、「ケ」は日常性・世俗性、「ケガレ」は不浄性を
それぞれ示すといった漠然とした概念であり、その本質は不明瞭である。波平は、概念の
内容よりも、儀礼の上でそれらがどのように絡み合っているかが問題だとしている。つま
り、「ケガレ」は「ハレ」と対立する概念であり、「ケガレ」を排除することによって「ハ
レ」が成立するのである。それゆえ、「ハレ」を表す神道儀礼では、まず「ケガレ」を祓う
ことから始まるのであるという。 
竹駒神社では、参拝者は、性別、年齢を問わず、だれもが拝殿で参拝する前に境内にあ
る手水舎で身を清めなければならない。また、拝殿での神事に参列する前に、拝殿の入り
口の近くにある手水舎で再び身を清める必要がある。さらに、神事が本格的に始まる前に、
神職による修祓も受ける。これらは参拝者の心身を清浄な状態にするためのものである。 
 竹駒神社では祓い清めを行うのは参拝者だけではない。神職と一般職員にも義務付けら
れている。一般職員の場合は、毎朝、朝拝に参列することによって心身を清めるのである
が、神職の場合はもっと複雑である。まず、朝、神社に来て潔斎を行う。次に、朝拝に参
列する。また、当日の奉仕を担当する場合は、神事の前に拝殿の近くにある通路で自祓い
を行う。最後に、月一回の禊ぎも行う。これらは、神職が心身を清浄にするために行われ
るのである。 
 祓い清めるという行為は、神社の中でだけではなく、神社の外で行われる神葬祭でも行
われる。全国都道府県の『神葬祭の栞』を見ると、神葬祭の本義における諸儀式の式次第
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には修祓が記載されている。竹駒神社の神職によると、基本的に神葬祭における諸儀式の
式次第は神社の中で行われる神事とは同じであるが、神葬祭の場合は、「死のケガレ」が存
在するとみなされるため、修祓の際に、大幣ではなく、榊を使用することが異なるところ
の一つである。 
 神社の中における神事と神社の外で行われる神葬祭の諸儀式を考察した結果、日本人の
民間信仰では原因によって二種類の「ケガレ」が存在することが明らかになった。それは、
普遍的な「ケガレ」と特殊な「ケガレ」である。 
ここでいう普遍的な「ケガレ」とは、日常的なもので、年齢、性別、職業を問わず、誰
にでも自然に身に付くものである。人から人、或は人から物へは移らず、いつでも祓うこ
とができるという特徴を持っている。しかし、いつでも祓えるからといって、一度祓った
らもう終わりという意味ではない。この種のケガレは、再び身に付く。言い換えれば、消
えに永遠に存在するのである。 
神社における祓い清めの行為を見ると、筆者は次のように考える。神社神道の視点では、
人は生まれてからケガレでいて、常にケガレでいる。これは、ケガレは人間の運命である、
とも言える。日常生活では、自分はケガレでいると思う人はだれ一人もいないはずである。
しかし、神社を訪れると、誰もが自分はケガレでいると思うようになる。ゆえに、参拝者
は参拝する前に身を清める。とすると、この種のケガレの原因は「神」にあるといえる。
しかし、「神」がケガレであるという意味ではなく、その逆である。「神は」聖なるもの、
人間の頼りになるもので、力（神徳）を持っている存在である。神のこのような存在を保
つために、神社神道では、参拝者と神職には身を清めることを義務付けられているのであ
る。すなわち、これが神社神道の教義の一つといえるだろう。 
 ここでいう特殊な「ケガレ」とは、特定の人、期間、空間に発生するもので、原因が
明らかなものである。例えば、死の「ケガレ」である。この種の「ケガレ」も、人から人、
人から物へは移らないが、人が死の「ケガレ」の場に来ると、かかってしまう、という特
徴を持っている。例えば、葬式に参列した人は、死の「ケガレ」に移られたといわれ、帰
宅した際に家に入る前に全身に塩を撒いて身を清めるのはこのためである。また、葬式に
使用した祓具（榊）は、死の「ケガレ」に移られるといわれて、使用後処分するのも同じ
である。また、死の「ケガレ」は、亡くなった人との関係によってすぐ祓えるものとすぐ
には祓えないものがある。つまり、他人の場合は、死の「ケガレ」はすぐ祓えるが、家族
の場合は、すぐには祓えず忌期間が終了した後自然に祓われるのである。 
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論  文  名 神社神道におけるケガレの宗教学的考察―竹駒神社と神葬祭を中心に― 
本論文は、インドネシアからの留学生である提出者が、初めて日本留学した際に経験した、神社において身
を清める日本人の姿が、ムスリムである彼自身の礼拝時の姿と重なりつつも異なることに発した“ケガレとは
何か”という素朴な疑問を、竹駒神社を事例に解き明かしたものである。 
「序章」においては、本研究の位置づけとその意義が述べられる。その際には本論文のキーワードとなるケ
ガレを、まずエティックな視点からデュルケーム以降の聖俗理論の中でその位置を探り、またイーミックな視
点から日本民俗学のハレ−ケ−ケガレ論の中で再考する。その結果、民俗語彙のケガレを分析概念として使う際
の問題として、ケガレ自体の意味探求が薄かったことが指摘される。 
そうした観点から本論文では竹駒神社を主な事例として、神社神道においてみられるケガレを解き明かして
いく。第一章の「神道史」では、わが国の神社神道が誕生してきた歴史的流れがまとめられる。続く第二章「竹
駒神社の概説」、第三章「竹駒神社の構成」では、この論文で神社神道の具体的な手がかりとして取りあげる竹
駒神社に関わる歴史・境内施設・関連組織など、基本的な情報が事細かく整理されて提示される。 
竹駒神社の姿が明らかになったのち、以下の章ではこの神社においてみられるケガレを祓う場面を二つに分
けて考察する。まず第四章の「竹駒神社における普遍的なケガレを祓う儀礼(1)」では、竹駒神社において通例
見られる参拝者と神職が行っている清めについてまとめられる。参拝者についてみていく際には、フィールド
ワークに基づく七五三詣と夏越大祓の儀礼の過程が提示され、手水と修祓のあり方が考察される。また神職に
ついても特別に許可されてのフィールドワークに基づき、一般の人には知られていない神職の一日がケガレか
らの清めに注目することでまとめられる。ここでは清めが内面的・外面的の二面性を持つ点から、ケガレがも
つ二面性が逆照射されており、興味深い。 
 第五章「竹駒神社における普遍的なケガレを祓う儀礼(2)」では、竹駒神社が主催する年間最大の祭である初
午大祭を取りあげ、中でもご神体が神聖な神社境内を離れて世俗的な空間を巡行してくる神輿渡御を事例とし
て祭の過程が分析される。その結果、初午大祭自体がハレであることによる非日常性は「神様の恩返し」とし
て捉えられ、清め自体が不要となることが指摘されることで、ケガレのもつ特質の一面が示される。 
これに続く第六章「神葬祭にみるケガレ −全国アンケート調査による−」と第七章「神葬祭にみるケガレ –竹
駒神社を事例に−」では、神葬祭のあり方を通じたケガレの把握が目指される。第六章ではマクロに、全国各神
社庁に実施したアンケート調査の結果から、現代神社神道における修祓の扱いが多用でケガレ観に幅が見られ
ることを指摘し、第七章では竹駒神社に特化して神葬祭の事例がまとめられる。 
最後の「終章」では、これまでの議論をまとめる中から、神社神道にみられるケガレは普遍的なケガレと特
殊なケガレに二分されることが指摘され、ケガレの特質が四点にまとめられる。 
 以上、本論文では、神社神道におけるケガレ観という問題に着目し、提出者自身による地道なフィールドワ
ークの中から得られた資料を分析した点で斬新である。使用した分析概念や全体構成にはまだ検討の余地が残
るが、全体的に見れば良い論文に仕上がっている。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与さ
れるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
